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神道とコンプライアンスについて(作成にあたっての骨子)
日本人は、自然を神聖なものとして感じ、自然の背後に神々を感じている。そして、世界を支配する究極の神をおかずに多くの神を意識し、また神と仏を共存させてきている。さらに自然の清らかさを理想としており、人間もまた、けがれのない心で生きていかなくてはならないと考えている。そうした日本人の宗教観・倫理観がコンプライアンスとも密接な関係があるのではないだろうか？これまで各種文献にあたってきたが、ここらでそれらをまとめる作業に入りたいと思う。

1.神道とは？神道の日本社会での関わりは？　（これまでに理解してきた内容:概要）
1 日本人は、自然の背後に神聖な力を感じ，特定の人物や動物、植物のような生命体だけでなく、山や川や海、月や太陽のような自然のものから森羅万象（しんらばんしょう:宇宙に存在する一切のもの）に神が存在するとしてきた。その中には究極の神というものは、存在しない。「古事記」では、天上の神々の世界である「高天原」の支配者の天照大神でさえも究極の神ではなくさらに上位の神をまつる存在として位置付けられている。
2 神道は、日本において古来からあった神々への信仰が、仏教、道教、儒教などの影響を受けて展開してきている。神道には、最初から明確な教義があったわけではなく、長い時間をかけて神学が形成され、近世になって体系化がすすめられてきた。
そして古来の伝統的な信仰や儀礼が神道として認識されるようになったのは、仏教伝来以降のことと考えられる。けれども、神道と仏教は、明確には区別されず、神仏習合とよばれる融合した形をとった。
3 中世になると仏が人々を救うために神に姿を変えてこの世に現れ、神仏は本来同一であるとする本地垂迹説（ほんじすいじゃくせつ）が流布し、神仏習合がさらに複雑化した。
4 神道と仏教とが今日のように明確に区別されるようになったのは、両者を明確に区別することが目的とした明治期の神仏判然令の結果である。現在では、一般に神社を中心とした信仰や儀礼が、神道として認識されている。
-＞-＞神道は、日本人の生活の中で自然に生まれた考え方なので「このようにしなければならない」というものは、ないようにも思われる。
そうした中、明治以降の神道、特に「国家神道」というのは、日本人の意識に多大な影響を与えている。これは、本当に神道の本質を的確に伝えているのだろうか検討が必要と思う。
2.神道と仏教の共存：
日本では、家の中に神棚と仏壇が両方あるケースがみられる。日本人は、これまで、日本古来の神と仏教の仏をあまり明確に区別せずに一緒に信仰してきている。
-＞ここには、宗教間の対立をなくそうとする考えがあり古いものと新しいものを多様なものが、共存する姿が見られこれが、日本における特徴の一つと思われる。
3.神道における倫理観の特徴：
①古代の日本人は、悪というものは外から心や体に付着するものと考え、それは、払い落とすことができる「はらい（祓い）」や水で清める「みそぎ(禊)」などにより取り除くことができると考えた。古事記や日本書紀では次のような記述がある。
イザナギノミコトが黄泉の国に行き，死の穢れ（けがれ）触れたため筑紫の国の阿波岐原（あわぎはら）で禊祓い（みそぎはらい：川の流れや海で身をすすぎ洗い清めること）をした。そしてそれらにより清められた心は自然の清らかさに近いと考えた。
②また明浄正直（めいじょうせいちょく）という表現があるように明るさ、清らかさ、正しさ、そして素直さといったものが良しとされる。それが具体的にどのような形で実践されるか、倫理化されるかは、時代によって変化する。「続日本紀」（しょくにほんぎ）の宣命（せんみょう）には、天皇に仕えるものの心構えとして「明き浄き直（なお）き誠の心」（文武天皇・元年８月１７日）や「清き明き正しき直き心」（聖武天皇・神亀元年２月４日）と記されている。
-＞神道には、教理や体系のようなものは、特にはないが、日常の生活の中で何を重んじるかについては、倫理や道徳のようなものがある。キーワードは、明浄正直、清き明（あか）き心あたりではないかと思う。この部分についてもう少し掘り下げてみたい。
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